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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極と前記画素電極に連結されているスイッチング素子とを各々含み、行列に配列
されている複数の画素と、
　前記スイッチング素子に連結されており、互いに分離されている複数対の第１及び第２
ゲート線と、
　前記スイッチング素子に連結されており、前記第１及び第２ゲート線と交差する複数の
データ線と、
　を含み、
　前記複数のデータ線は、二つのデータ線ずつ対を成してその一側端部が繋がっていて、
　前記複数の画素は、各々異なる３種類の色を示す第１乃至第３画素を含み、
　前記第１画素に連結されているデータ線と前記第２画素に連結されているデータ線とは
互いに繋がっており、
　前記第３画素に連結されている二つの隣接データ線が互いに繋がっている、液晶表示装
置。
【請求項２】
　前記画素電極は、傾斜方向が互いに異なる少なくとも二つの平行四辺形電極片を含む、
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記画素電極は、一つの右傾斜平行四辺形電極片と一つの左傾斜平行四辺形電極片とを
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含む、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画素電極は、二つの右傾斜平行四辺形電極片と二つの左傾斜平行四辺形電極片とを
含む、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記右傾斜平行四辺形電極片と前記左傾斜平行四辺形電極片は上下に交互に配列されて
いる、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２ゲート線は、各々前記右傾斜平行四辺形電極片と前記平行四辺形電極
片とが上下に接する境界を横切って延びている、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２画素の画素電極は、各々三つの右傾斜平行四辺形電極片と三つの左傾
斜平行四辺形電極片とを含み、
前記第３色画素の画素電極は、二つの右傾斜平行四辺形電極片と二つの左傾斜平行四辺形
電極片とを含む、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１及び第２画素の画素電極の前記三つの右傾斜平行四辺形電極片と前記三つの左
傾斜平行四辺形電極片は、各々上下に連結されて第１乃至第３単位電極を成し、
　前記第１及び第２単位電極は行方向に連結されており、
　前記第１及び第３単位電極は列方向に連結されており、
　前記第３画素の画素電極の右傾斜平行四辺形電極片と前記左傾斜平行四辺形電極片は、
上下に交互に連結されている、請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１乃至第３画素の画素電極の広さは実質的に同一である、請求項７に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
　前記第３画素の画素電極の幅は前記第１及び第２画素の画素電極の幅より広く、
　前記第３画素の画素電極の幅は、前記第１及び第２画素の画素電極の幅の１．４乃至１
．６倍である、請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１及び第２画素の画素電極は互いに左右反転対称された形状を成している、請求
項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１画素は第１ゲート線に連結されており、
　前記第２画素は第２ゲート線に連結されており、
　前記第３画素は、互いに異なる列で前記第１又は第２ゲート線に交互に連結されている
、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記第３画素は、互いに異なる列で充電が交互に行われる、請求項１２に記載の液晶表
示装置。
【請求項１４】
　前記画素電極は、前記ゲート線及び前記データ線と平行な四つの辺を含む、請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記データ線は前記画素電極と一部重なる、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記画素電極は前段第１及び第２ゲート線を覆う、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記データ線は、前記隣接する二つの画素電極と各々重なる第１部分及び第２部分を含
む、請求項１に記載の液晶表示装置。
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【請求項１８】
　前記データ線の前記第１部分の面積と前記第２部分の面積は同一である、請求項１７に
記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記データ線の前記第１部分の幅と前記第２部分の幅は互いに異なる、請求項１７に記
載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記第１部分の長さは前記第２部分の長さより長く、前記第１部分の幅は前記第２部分
の幅より狭い、請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記第１部分は、前記二つの画素電極のうちの一つと離れて重なる第３部分及び第４部
分を含む、請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記データ線の前記第３及び前記第４部分は直線上にあり、前記第２部分は前記第３及
び第４部分で折り曲げられている、請求項２１に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記データ線は、隣接するデータ線同士で互いに繋がっている、請求項１に記載の液晶
表示装置。
【請求項２４】
　前記第１及び第２ゲート線が前記第３画素と重なる各々の面積が同一である、請求項１
に記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、現在最も広く使用されている平板表示装置のうちの一つであって、画
素電極と共通電極など、電場生成電極が形成されている二枚の表示板とその間に入ってい
る液晶層とを含む。液晶表示装置は、電場生成電極に電圧を印加して液晶層に電場を生成
し、これを通じて液晶層の液晶分子の配向を決定し、入射光の偏光を制御することによっ
て映像を表示する。
【０００３】
　液晶表示装置はまた、各画素電極に連結されているスイッチング素子及びスイッチング
素子を制御して画素電極に電圧を印加するためのゲート線とデータ線など、複数の信号線
を含む。ゲート線は、ゲート駆動回路が生成したゲート信号を生成し、データ線は、デー
タ駆動回路が生成したデータ電圧を伝達し、スイッチング素子は、ゲート信号に応じてデ
ータ電圧を画素電極に伝達する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ゲート駆動回路及びデータ駆動回路は、複数の集積回路チップの形態で表示板に直接装
着されたり、可撓性回路膜などに装着されて表示板に付着されるが、このような集積回路
チップは液晶表示装置の製造費用に高い比率を占める。特に、データ駆動集積回路チップ
の場合、ゲート駆動回路チップに比べてその値段が非常に高いため、高解像度、大面積液
晶表示装置の場合はその数を減らす必要がある。ゲート駆動回路の場合、ゲート線、デー
タ線、及びスイッチング素子と共に表示板に集積することによってその値段を減らすこと
ができるが、データ駆動回路は、その構造が多少複雑であって表示板に集積するのが難し
いため、一層その数を減らす必要がある。
【０００５】
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　本発明が目的とする技術的課題は、液晶表示装置に設置されるデータ駆動回路チップの
数を減らすことにある。
【０００６】
　本発明が目的とする技術的課題は、画素別輝度が均一であり、開口率の差のない液晶表
示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による液晶表示装置は、画素電極と前記画素電極に連結されているスイッチング
素子とを各々含み、行列に配列されている複数の画素と、前記スイッチング素子に連結さ
れており、互いに分離されている複数対の第１及び第２ゲート線と、前記スイッチング素
子に連結されており、前記第１及び第２ゲート線と交差する複数のデータ線と、を含み、
前記複数のデータ線は、二つのデータ線ずつ対を成してその一側端部が繋がっていて、前
記複数の画素は、各々異なる３種類の色を示す第１乃至第３画素を含み、前記第１画素に
連結されているデータ線と前記第２画素に連結されているデータ線とは互いに繋がってお
り、前記第３画素に連結されている二つの隣接データ線が互いに繋がっている。
【００１０】
　前記画素電極は、傾斜方向が互いに異なる少なくとも二つの平行四辺形電極片を含むこ
とができる。
【００１１】
　前記画素電極は、一つの右傾斜平行四辺形電極片と一つの左傾斜平行四辺形電極片を含
むことができる。
【００１２】
　前記画素電極は、二つの右傾斜平行四辺形電極片と二つの左傾斜平行四辺形電極片を含
むことができる。
【００１３】
　前記右傾斜平行四辺形電極片と前記左傾斜平行四辺形電極片は、上下に交互に配列され
ていることができる。
【００１４】
　前記第１及び第２ゲート線は、各々前記右傾斜平行四辺形電極片と前記平行四辺形電極
片が上下に接する境界を横切って延びていることができる。
【００１５】
　前記第１及び第２画素の画素電極は、各々三つの右傾斜平行四辺形電極片と三つの左傾
斜平行四辺形電極片を含み、前記第３色画素の画素電極は、二つの右傾斜平行四辺形電極
片と二つの左傾斜平行四辺形電極片を含むことができる。
【００１６】
　前記第１及び第２画素の画素電極の前記三つの右傾斜平行四辺形電極片と前記三つの左
傾斜平行四辺形電極片は、各々上下に連結されて第１乃至第３単位電極を成し、前記第１
及び第２単位電極は行方向に連結されており、前記第１及び第３単位電極は列方向に連結
されており、前記第３画素の画素電極の右傾斜平行四辺形電極片と前記左傾斜平行四辺形
電極片は、上下に交互に連結されていることができる。
【００１７】
　前記第１乃至第３画素の画素電極の広さは実質的に同一であることができる。
【００１８】
　前記第３画素の画素電極の幅は、前記第１及び第２画素の画素電極の幅より広いことが
できる。
【００１９】
　前記第３画素の画素電極の幅は、前記第１及び第２画素の画素電極の幅の１．４乃至１
．６倍であることができる。
【００２０】
　前記第１及び第２画素の画素電極は、互いに左右反転対称された形状を成していること
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ができる。
【００２１】
　前記第１画素は第１ゲート線に連結されていることができる。
【００２２】
　前記第２画素は第２ゲート線に連結されていることができる。
【００２３】
　前記第３画素は、互いに異なる列で、第１又は第２ゲート線に交互に連結されているこ
とができる。
【００２４】
　前記第３画素は、互いに異なる列で、充電が交互に行われることができる。
【００２５】
　前記第１及び第２ゲート線のうちの前記データ線と交差する部分に少なくとも一つ形成
されているゲート突出部をさらに含むことができる。
【００２６】
　前記画素電極は、前記ゲート線及び前記データ線と平行な四つの辺を含むことができる
。
【００２７】
　前記データ線は、前記画素電極と一部重なることができる。
【００２８】
　前記画素電極は、前段第１及び第２ゲート線を覆うことができる。
【００２９】
　維持電極信号を伝達する維持電極線をさらに含むことができる。
【００３０】
　前記維持電極線は、上下に拡張された拡張部を含むことができる。
【００３１】
　前記維持電極線の拡張部は、前記隣接する画素電極の間の空間に延長されていることが
できる。
【００３２】
　前記データ線は、前記隣接する二つの画素電極と各々重なる第１部分及び第２部分を含
むことができる。
【００３３】
　前記データ線の第１部分の面積と第２部分の面積は同一であることができる。
【００３４】
　前記データ線の第１部分の幅と第２部分の幅は互いに異なることができる。
【００３５】
　前記第１部分の長さは前記第２部分の長さより長く、前記第１部分の幅は前記第２部分
の幅より狭いことができる。
【００３６】
　前記第１部分は、前記二つの画素電極のうちの一つと離れて重なる第３部分及び第４部
分を含むことができる。
【００３７】
　前記データ線の第３及び第４部分は直線上にあり、前記第２部分は、前記第３及び第４
部分で折り曲がれていることができる。
【００３８】
　前記データ線は、直線に延びていることができる。
【００３９】
　前記データ線のうちの隣接する二つのデータ線のデータ電圧の極性が互いに反対である
ことができる。
【００４０】
　前記データ線は、隣接するデータ線同士で互いに繋がっていることができる。
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【００４１】
　前記画素電極と前記データ線、前記第１及び第２ゲート線の間に形成されている有機膜
をさらに含むことができる。
【００４２】
　前記画素電極の下に形成されている複数の色フィルターをさらに含むことができる。
【００４３】
　前記第１及び第２ゲート線が前記第３画素と重なる各々の面積が同一であることができ
る。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明によれば、各画素別輝度及び開口率に差が発生することを防止すると同時にデー
タ駆動回路チップの数を減らすことができるので、費用を節減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について本発明の属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明
は多様な相違した形態で実現でき、ここで説明する実施形態に限定されない。
【００４６】
　図面においては、いろいろな層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した
。明細書全体を通じて類似な部分については同一図面符号を付けた。層、膜、領域、板な
どの部分が他の部分の“上にある”とする場合、これは他の部分の直上にある場合だけで
なく、その中間に他の部分がある場合も含む。反対に、ある部分が他の部分の“直上にあ
る”とする場合には、中間に他の部分がないことを意味する。
【００４７】
　それでは、図１、図２、図３Ａ、及び図３Ｂを参照して、本発明の一つの実施形態によ
る液晶表示装置について説明する。
【００４８】
　図１は、本発明の一つの実施形態による液晶表示装置のブロック図であり、図２は、本
発明の一つの実施形態による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図であり、図３
Ａ及び図３Ｂは、本発明の一つの実施形態による液晶表示装置の画素電極を説明する図で
ある。
【００４９】
　図１及び図２を参照すれば、本発明の一つの実施形態による液晶表示装置は、液晶表示
板組立体３００とこれに連結された一対のゲート駆動部４００ａ、４００ｂ及びデータ駆
動部５００、データ駆動部５００に連結された階調電圧生成部８００、そしてこれらを制
御する信号制御部６００を含む。
【００５０】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路で見れば、複数の信号線（図示せず）と、これに
連結されており、ほぼ行列形態に配列された複数の画素（ＰＸ）を含む。また、図２を見
れば、液晶表示板組立体３００は、互いに対向する下部及び上部表示板１００、２００と
その間に入っている液晶層３を含む。
【００５１】
　信号線は、ゲート信号（“走査信号”とも言う）を伝達する複数のゲート線（図示せず
）とデータ信号を伝達する複数のデータ線（図示せず）とを含む。ゲート線はほぼ行方向
に延びており、互いにほとんど平行しており、データ線はほぼ列方向に延びており、互い
にほとんど平行する。
【００５２】
　各画素（ＰＸ）は、信号線に連結されたスイッチング素子（Ｑ）とこれに連結された液
晶キャパシタ（Ｃｌｃ）、及びストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）を含む。ストレージキャ
パシタ（Ｃｓｔ）は必要によって省略できる。
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【００５３】
　スイッチング素子（Ｑ）は、下部表示板１００に備えられている薄膜トランジスタなど
の三端子素子であって、その制御端子はゲート線（ＧＬ）に連結されており、入力端子は
データ線（ＤＬ）に連結されており、出力端子は、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）及びストレ
ージキャパシタ（Ｃｓｔ）に連結されている。
【００５４】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は、下部表示板１００の画素電極１９１と上部表示板２００
の共通電極（ＣＥ）を二つの端子とし、二つの電極１９１、２７０の間の液晶層３は誘電
体として機能する。画素電極（ＰＥ）はスイッチング素子（Ｑ）に連結され、共通電極（
ＣＥ）は上部表示板２００の前面に形成されており、共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受ける。
図２とは違って、共通電極（ＣＥ）が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この時
には、二つの電極（ＰＥ、ＣＥ）のうちの少なくとも一つが線状又は棒状に形成されるこ
とができる。
【００５５】
　画素電極（ＰＥ）は、少なくとも図３Ａに示した平行四辺形の電極片１９６一つと、図
３Ｂに示した平行四辺形の電極片１９７一つとを含む。
【００５６】
　図３Ａ及び図３Ｂに示したように、電極片１９６、１９７の各々は、一対の斜辺（ｏｂ
ｌｉｑｕｅ　ｅｄｇｅ）１９６ｏ、１９７ｏ、及び一対の横辺（ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ　
ｅｄｇｅ）１９６ｔ、１９７ｔを有し、ほぼ平行四辺形である。各斜辺１９６ｏ、１９７
ｏは横辺１９６ｔ、１９７ｔに対して斜角（ｏｂｌｉｑｕｅ　ａｎｇｌｅ）を成し、斜角
の大きさはほぼ４５°乃至１３５°であるのが好ましい。便宜上、以後、底辺１９６ｔ、
１９７ｔから引いた仮想の垂線（不図示）に対し、傾いた方向（“傾斜方向”）によって
区分し、図３Ａのように右側に傾いた場合を“右傾斜”とし、図３Ｂのように左に傾いた
場合を“左傾斜”とする。
【００５７】
　なお、画素電極（ＰＥ）はこのような形態だけでなく、実質的に長方形形態を取ること
もできる。
【００５８】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の補助的な役割を果たすストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は
、下部表示板１００に備えられた別個の信号線（図示せず）と画素電極１９１とが絶縁体
を隔てて重なって形成され、この別個の信号線には、共通電圧Ｖｃｏｍなどの決められた
電圧が印加される。ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、画素電極１９１が、絶縁体を媒
介として真上の前段ゲート線と重なって形成することができる。
【００５９】
　一方、色表示を実現するためには、各画素（ＰＸ）が基本色のうちの一つを固有に表示
したり（空間分割）、各画素（ＰＸ）が時間に伴って交互に基本色を表示するように（時
間分割）して、これら基本色の空間的、時間的合計で所望の色相が認識されるようにする
。基本色の例としては、赤色、緑色、青色などの三原色がある。
【００６０】
　図２は空間分割の一例であって、各画素（ＰＸ）が、画素電極（ＰＥ）に対応する上部
表示板２００の領域に基本色のうちの一つを示す色フィルター（ＣＦ）を備えていること
を示している。図２とは違って、色フィルター（ＣＦ）は、下部表示板１００の画素電極
（ＰＥ）の上又は下に形成することもできる。
【００６１】
　以後は、各色フィルター（ＣＦ）が赤色、緑色、青色のうちのいずれか一つを示すこと
と仮定し、赤色色フィルター（ＣＦ）を備えた画素を赤色画素、緑色色フィルター（ＣＦ
）を備えた画素を緑色画素、青色色フィルター（ＣＦ）を備えた画素を青色画素という。
また、赤色画素に含まれた画素電極を赤色画素電極とし、緑色画素に含まれた画素電極を
緑色画素電極とし、青色画素に含まれた画素電極を青色画素電極とする。赤色画素、青色
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画素、緑色画素は、行方向に順に、交互に配列されている。
【００６２】
　液晶表示板組立体３００の外側面には、光を偏光させる少なくとも一つの偏光子（図示
せず）が付着されている。
【００６３】
　次に、図４乃至図７を参照して、本発明の多様な実施形態による液晶表示装置について
より詳細に説明する。
【００６４】
　図４乃至図７は、本発明の多様な実施形態による液晶表示装置の画素及び信号線の空間
的な配列を示す図である。
【００６５】
　図４を参照すれば、本実施形態による液晶表示装置には、各画素（ＰＸ）が行列形態に
配列されている。一つの行の画素（ＰＸ）の上下には、一対の第１及び第２ゲート線（Ｇ
Ｌａ、ＧＬｂ）が横に延びており、二つの列の画素（ＰＸ）当り一つずつデータ線が配置
されている。したがって、各画素行に隣接した一対の隣接データ線の間には一対の画素電
極が配置されている。
【００６６】
　前述のように、各画素（ＰＸ）を構成する画素電極１９１は、スイッチング素子（Ｑ）
を通して一つのゲート線及び一つのデータ線に連結されているが、一つの画素行で電極１
９１は、第１及び第２ゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）に交互に連結されている。同一の画素
列で画素電極１９１は、第１及び第２ゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）のうちの同一ゲート線
に連結されている。つまり、各画素行で、隣接した二つのデータ線の間に位置した一対の
画素電極が互いに異なるゲート線に連結され、互いに異なるデータ線に連結されている。
【００６７】
　図５を参照すれば、本実施形態による液晶表示装置もまた、行列に配列された画素（Ｐ
Ｘ）を含む。画素（ＰＸ）は、色フィルター（図示せず）の種類によって各々異なる３種
類の色、例えば、赤色、緑色、及び青色を示す赤色画素（ＲＰ１、ＲＰ２）、緑色画素（
ＧＰ１、ＧＰ２）、及び青色画素（ＢＰ１、ＢＰ２）を含む。この３種類の画素は、行方
向に赤色、緑色、青色の順で配列されており、列方向には同一種類の画素が隣接している
。各画素列の上下には、図４のように一対のゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）が配列されてい
る。
【００６８】
　しかし、図５の場合は図４と違って、赤色画素（ＲＰ１、ＲＰ２）は第１ゲート線（Ｇ
Ｌａ）に連結されており、緑色画素（ＧＰ１、ＧＰ２）は第２ゲート線（ＧＬｂ）に連結
されている。青色画素（ＢＰ１、ＢＰ２）は、第１及び第２ゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）
のうちのいずれか一つに交互に連結されている。画素（ＰＸ）と第１及び第２ゲート線（
ＧＬａ、ＧＬｂ）のこのような連結関係は、次の画素行にも同一に繰り返される。
【００６９】
　また、図５の場合は図４とは違って、一つの列の画素（ＰＸ）当り一つのデータ線が配
置されており、各画素（ＰＸ）の画素電極は各々他のデータ線に連結されている。この時
、第１／第２赤色画素（ＲＰ１／ＲＰ２）に連結されているデータ線（ＤＲ１／ＤＲ２）
と、第１／第２緑色画素（ＧＰ１／ＧＰ２）に連結されているデータ線（ＤＧ１／ＤＧ２
）とは互いに繋がっている。また、第１青色画素（ＢＰ１）に連結されているデータ線（
ＤＢ１）と、第２青色画素（ＢＰ２）に連結されているデータ線（ＤＢ２）とは互いに繋
がっている。
【００７０】
　このように各データ線を２個ずつ連結すれば、液晶表示装置に設置されるデータ駆動回
路チップのようなデータ駆動部の数を減らすことができる。また、全ての画素に同一にデ
ータ線を配置することにより、データ線と画素電極との間に生じる寄生容量による画素電
極電圧の変動量が画素ごとに変化することを防止することができる。したがって、各画素
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の輝度を一定に維持することができる。また、各画素間の開口率の差が発生することを防
止することができる。
【００７１】
　図６を参照すれば、本実施形態による液晶表示装置もまた、行列に配列された画素（Ｐ
Ｘ）を含み、画素（ＰＸ）は、３種類の異なる色を示す赤色画素（ＲＰ１、ＲＰ２、ＲＰ
３）、緑色画素（ＧＰ１、ＧＰ２、ＧＰ３）、及び青色画素（ＢＰ１、ＢＰ２、ＢＰ３）
を含む。図５では図４と同一に、第１及び第２ゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）が各画素（Ｐ
Ｘ）の上下に配列され、データ線が一つの行の画素（ＰＸ）ごとに配列されている。
【００７２】
　しかし、図５とは違って、一つの画素行で各画素（ＰＸ）は、二つの画素（ＰＸ）ごと
に異なるゲート線に連結されている。つまり、第１赤色画素（ＲＰ１）及び第１緑色画素
（ＧＰ１）は第１ゲート線（ＧＬａ）に連結されており、第１青色画素（ＢＰ１）及び第
２赤色画素（ＲＰ２）は第２ゲート線（ＧＬｂ）に連結されている。このような連結構造
は画素行に沿って繰り返され、異なる画素行でも同一である。
【００７３】
　各画素（ＰＸ）に連結されている偶数番目データ線は互いに繋がっており、奇数番目デ
ータ線も互いに繋がっている。つまり、一つのデータ線を欠いて二つのデータ線ずつ互い
に繋がっている。例えば、第１赤色画素（ＲＰ１）に連結されたデータ線（ＤＲ１）は第
１青色画素（ＢＰ１）に連結されているデータ線（ＤＢ１）に繋がり、第１緑色画素（Ｇ
Ｐ１）に連結されているデータ線（ＤＧ１）は第２赤色画素（ＲＰ２）に連結されている
データ線（ＤＲ２）に繋がり、第２緑色画素（ＧＰ２）に連結されているデータ線（ＤＧ
２）は第３赤色画素（ＲＰ３）に連結されたデータ線（ＤＲ３）に繋がり、第２青色画素
（ＢＰ２）に連結されたデータ線（ＤＢ２）は第３緑色画素（ＧＰ３）に連結されたデー
タ線（ＤＧ３）に繋がっている。
【００７４】
　次に、図７を参照すれば、本実施形態による液晶表示装置もまた、行列に配列された画
素（ＰＸ）を含み、画素（ＰＸ）と第１及び第２ゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）の連結関係
、データ線の配列及びデータ線の連結関係は図５に示した液晶表示装置と同一である。
【００７５】
　しかし、図６とは違って、一つの行の画素（ＰＸ）の間に一対の第１及び第２ゲート線
（ＧＬａ、ＧＬｂ）が互いに隣接して、他の画素行の間に配列されている。
【００７６】
　再び図１を参照すれば、階調電圧生成部８００は、画素（ＰＸ）の透過率と関した二対
の階調電圧集合（又は基準階調電圧集合）を生成する。二対のうちの一対は共通電圧Ｖｃ
ｏｍに対して正（＋）の値を有し、他の一対は負（－）の値を有する。
【００７７】
　ゲート駆動部４００は、液晶表示板組立体３００の複数のゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）に連
結されていて、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組み合わせか
らなるゲート信号を複数のゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）のそれぞれに印加する。
【００７８】
　データ駆動部５００は、液晶表示板組立体３００の複数のデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）に連
結されており、階調電圧生成部８００からの階調電圧を選択し、これをデータ信号として
複数のデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）のそれぞれに印加する。しかし、階調電圧生成部８００が
全ての階調に対する電圧を全て提供せず、決められた数の基準階調電圧のみを提供する場
合、データ駆動部５００は、基準階調電圧を分圧して階調全体に対する階調電圧を生成し
、この中でデータ信号を選択する。
【００７９】
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などを制御する。
【００８０】
　ゲート駆動部４００は、信号線及び薄膜トランジスタスイッチング素子（Ｑ）などと共



(10) JP 5143393 B2 2013.2.13

10

20

30

40

50

に液晶表示板組立体３００に集積されている。また、ゲート駆動部４００ａ、４００ｂは
、集積回路チップの形態で組立体３００上に直接装着されることもでき、可撓性印刷回路
膜（図示せず）上に装着されて、ＴＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）
の形態で液晶表示板組立体３００に付着されたり、別途の印刷回路基板（図示せず）上に
装着されることもできる。
【００８１】
　その他の駆動装置５００、６００、８００の各々は、少なくとも一つの集積回路チップ
の形態で液晶表示板組立体３００上に直接装着させたり、可撓性印刷回路膜（図示せず）
上に装着させて、ＴＣＰの形態で液晶表示板組立体３００に装着させたり、別途の印刷回
路基板（図示せず）上に装着することもできる。また、これとは違って、これら駆動装置
５００、６００、８００が、信号線及び薄膜トランジスタスイッチング素子（Ｑ）などと
共に液晶表示板組立体３００に集積することもできる。また、駆動装置５００、６００、
８００は単一チップに集積することができ、この場合、これらのうちの少なくとも一つ又
はこれらを成す少なくとも一つの回路素子が単一チップの外側にあることができる。
【００８２】
　以下では、このような液晶表示装置の動作について詳細に説明する。
【００８３】
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御機（図示せず）から入力映像信号（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号を受信する。入力映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
は各画素（ＰＸ）の輝度情報を含んでおり、輝度は決められた数、例えば、１０２４（＝
２１０）、２５６（＝２８）又は６４（＝２６）個の階調（ｇｒａｙ）を有している。入
力制御信号の例としては、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、メインク
ロック（ＭＣＬＫ）、データイネーブル信号（ＤＥ）などがある。
【００８４】
　信号制御部６００は、入力映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と入力制御信号に基づいて、入力映
像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を液晶表示板組立体３００の動作条件に合うように適切に処理し、
ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）などを生成した後、ゲ
ート制御信号（ＣＯＮＴ１）をゲート駆動部４００に送信し、データ制御信号（ＣＯＮＴ
２）と処理した映像信号（ＤＡＴ）をデータ駆動部５００に送信する。信号制御部６００
のこのような映像信号処理には、図１に示した画素の配置によって入力映像信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）を再配列する動作が含まれる。
【００８５】
　ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）は、走査開始を指示する走査開始信号（ＳＴＶ）と、ゲ
ートオン電圧（Ｖｏｎ）の出力周期を制御する少なくとも一つのクロック信号とを含む。
ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）はまた、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の持続時間を限定する
出力イネーブル信号（ＯＥ）をさらに含むことができる。
【００８６】
　データ制御信号（ＣＯＮＴ２）は、一つの行の画素（ＰＸ）に対する映像データの伝送
開始を知らせる水平同期開始信号（ＳＴＨ）と、データ線にデータ信号を印加しろという
ロード信号（ＬＯＡＤ）、及びデータクロック信号（ＨＣＬＫ）を含む。データ制御信号
（ＣＯＮＴ２）はまた、共通電圧Ｖｃｏｍに対するデータ信号の電圧極性（以下、“共通
電圧に対するデータ信号の電圧極性”を略して“データ信号の極性”という）を反転させ
る反転信号（ＲＶＳ）をさらに含むことができる。
【００８７】
　信号制御部６００からのデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）に応じて、データ駆動部５００
は、一つの行の画素（ＰＸ）に対するデジタル映像信号（ＤＡＴ）を受信し、各デジタル
映像信号（ＤＡＴ）に対応する階調電圧を選択することによって、デジタル映像信号（Ｄ
ＡＴ）をアナログデータ信号に変換した後、これを当該データ線に印加する。
【００８８】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）に応じ
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てゲートオン電圧（Ｖｏｎ）をゲート線に印加して、このゲート線に連結されたスイッチ
ング素子（Ｑ）を導通させる。そうすると、データ線に印加されたデータ信号が導通した
スイッチング素子（Ｑ）を通して当該画素（ＰＸ）に印加される。
【００８９】
　画素（ＰＸ）に印加されたデータ信号の電圧と共通電圧Ｖｃｏｍとの差は、液晶キャパ
シタ（Ｃｌｃ）の充電電圧、つまり、画素電圧として現れる。液晶分子は画素電圧の大き
さによってその配列を別にし、それによって液晶層３を通過する光の偏光が変化する。こ
のような偏光の変化は、表示板組立体３００に付着された偏光子によって光の透過率の変
化として現れ、これによって画素（ＰＸ）は、映像信号（ＤＡＴ）の階調が示す輝度を表
示する。
【００９０】
　１水平周期［“１Ｈ”ともいい、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ及びデータイネーブル信号（
ＤＥ）の一周期と同一である］を単位としてこのような過程を繰り返すことにより、全て
のゲート線（Ｇ１－Ｇｎ）に対して順にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加して、全ての画
素（ＰＸ）にデータ信号を印加することによって一つのフレームの映像を表示する。
【００９１】
　一つのフレームが終われば次のフレームが始まり、各画素（ＰＸ）に印加されるデータ
信号の極性が直前フレームでの極性と反対になるように、データ駆動部５００に印加され
る反転信号（ＲＶＳ）の状態が制御される（“フレーム反転”）。この時、一つのフレー
ム内でも、反転信号（ＲＶＳ）の特性によって一つのデータ線を通して流れるデータ信号
の極性が変わったり（例：行反転、点反転）、一つの画素行に印加されるデータ信号の極
性も互いに異なることができる（例：列反転、点反転）。
【００９２】
　以下では、図８Ａ及び図８Ｂを図５と共に参照して、本発明の一つの実施形態による液
晶表示装置の反転駆動について詳しく説明する。
【００９３】
　図８Ａ及び図８Ｂは、本発明の実施形態による液晶表示装置駆動時の共通電圧、データ
電圧、及びゲート電圧の波形図である。
【００９４】
　まず、図８Ａの駆動方式について説明する。図５に示した液晶表示装置は、本発明の場
合はゲート線の数が一つの画素行当り２個である（第１及び第２ゲート線（ＧＬａ、ＧＬ
ｂ））ので、一つの画素行の走査に所要される時間は１／２Ｈでなければならない。した
がって、隣接するゲート線に１／２Ｈにゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加する。また、図
５の液晶表示装置は、データ線の数が画素列の数と同一であるが、データ線は２個ずつ対
を成して連結されているため、結局二つの列の画素が同一なデータ電圧の印加を受けるよ
うになる。したがって、点反転駆動のために、図７のように、データ駆動部５００で列反
転形態に、１／２Ｈ周期のデータ電圧が二つのデータ線に印加される。
【００９５】
　しかし、図８Ｂのように、隣接する二つのゲート線に１／２Ｈほどゲートオン電圧（Ｖ
ｏｎ）を重なるように印加すれば、ゲート線にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加する時間
を１Ｈとして、充分な充電時間を確保することができる。この時、データ線には、データ
駆動部５００で列反転形態に、１Ｈ周期のデータ電圧を各対のデータ線に印加する。
【００９６】
　このような方式で、一つのフレームの間、全てのゲート線に対して順にゲートオン電圧
（Ｖｏｎ）を印加して、全ての画素にデータ電圧を印加する。一つのフレームが終われば
次のフレームが始まり、各画素に印加されるデータ電圧の極性が直前フレームでの極性と
反対になるように、データ駆動部５００に印加される反転信号の状態が制御される。
【００９７】
　図５に示した各画素の極性は、図８Ｂのような駆動方式を採択した時の模様状態である
。
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【００９８】
　図５を参照すれば、第１データ対（ＤＲ１、ＤＧ１）に正極性（＋）のデータ電圧が印
加され、その次のデータ対（ＤＲ２、ＤＧ２）には負極性（－）のデータ電圧が印加され
、その次のデータ対（ＤＢ１、ＤＢ２）には正極性（＋）のデータ電圧が印加される。第
１ゲート線に連結された第１赤色画素（ＲＰ１）、第１青色画素（ＢＰ１）、第２赤色画
素（ＲＰ２）は、前半１／２Ｈの間ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）が充電される。そうすれば
、第１赤色画素（ＲＰ１）は、自己に連結されたデータ線（ＤＲ１）から正極性（＋）の
データ電圧の印加を受け、第１青色画素（ＢＰ１）は、自己に連結されたデータ線（ＤＢ
１）から正極性（＋）のデータ電圧の印加を受け、第２赤色画素（ＤＲ２）は、自己に連
結されたデータ線（ＤＲ２）から負極性（－）のデータ電圧の印加を受ける。
【００９９】
　第２ゲート線（ＧＬｂ）に連結された第１緑色画素（ＧＰ１）、第２緑色画素（ＧＰ２
）、及び第２青色画素（ＢＰ２）は、後半１／２Ｈの間ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）が充電
される。そうすれば、第１緑色画素（ＧＰ１）は、自己に連結されたデータ線（ＤＧ１）
から正極性（＋）のデータ電圧の印加を受け、第２緑色画素（ＧＰ２）は、自己に連結さ
れたデータ線（ＤＧ２）から負極性（－）のデータ電圧の印加を受け、第２青色画素（Ｂ
Ｐ２）は、自己に連結されたデータ線（ＤＢ２）から正極性（＋）のデータ電圧の印加を
受ける。
【０１００】
　したがって、第１画素列で第１赤色画素（ＲＰ１）、第１緑色画素（ＧＰ１）、第１青
色画素（ＢＰ１）、第２赤色画素（ＲＰ２）、第２緑色画素（ＧＰ２）、第２青色画素（
ＢＰ２）の極性は、図５のように、＋、＋、＋、－、－、＋に示される。このような画素
セットと行方向に隣接する画素セットでは反対極性に表現され、列方向に隣接する画素セ
ットでも反対極性に表現され、これは行列方向に繰り返される。
【０１０１】
　以下では、図９、図１０及び前述の図１乃至図４を参照して、本発明の一つの実施形態
による液晶表示板組立体について詳細に説明する。
【０１０２】
　図９は、本発明の一つの実施形態による液晶表示板組立体の配置図であり、図１０は、
図９に示した液晶表示板組立体のＸ－Ｘ線による断面図である。
【０１０３】
　図９及び図１０を参照すれば、本実施形態による液晶表示板組立体は、互いに対向する
下部表示板１００と上部表示板２００、及びこれら二つの表示板１００、２００の間に入
っている液晶層３を含む。
【０１０４】
　まず、下部表示板１００について説明する。
【０１０５】
　透明なガラス又はプラスチックなどで作られた絶縁基板１１０上に、複数対の第１及び
第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂと、複数の維持電極線１３１を含む複数のゲート導電体
が形成されている。
【０１０６】
　第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂはゲート信号を伝達し、主に横方向に延び、
各々上側及び下側に位置する。
【０１０７】
　第１ゲート線１２１ａは、下に突出した複数の第１ゲート電極１２４ａと他の層又はゲ
ート駆動部４００との接続のための広い端部１２９ａを含む。
【０１０８】
　第２ゲート線１２１ｂは、上に突出した複数の第２ゲート電極１２４ｂと他の層又はゲ
ート駆動部４００との接続のための広い端部１２９ｂを含む。
【０１０９】
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　ゲート駆動部４００が基板１１０上に集積されている場合、第１及び第２ゲート線１２
１ａ、１２１ｂが延びてこれと直接連結されることができる。
【０１１０】
　維持電極線１３１は共通電圧Ｖｃｏｍなど所定の電圧の印加を受け、第１及び第２ゲー
ト線１２１ａ、１２１ｂとほとんど平行に並んで延びている。各維持電極線１３１は第１
ゲート線１２１ａと第２ゲート線１２１ｂとの間に位置し、隣接した第１及び第２ゲート
線１２１ａ、１２１ｂとの距離はほぼ同一である。各維持電極線１３１は、下上に拡張さ
れた複数対の第１及び第２維持電極１３７ａ、１３７ｂを含む。しかし、第１及び第２維
持電極１３７ａ、１３７ｂを始めとする維持電極線１３１の模様及び配置はいろいろな形
態に変更することができる。
【０１１１】
　ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１は、アルミニウム（Ａｌ）やアルミニウム合
金などアルミニウム系金属、銀（Ａｇ）や銀合金など銀系金属、銅（Ｃｕ）や銅合金など
銅系金属、モリブデン（Ｍｏ）やモリブデン合金などモリブデン系金属、クロム（Ｃｒ）
、タンタル（Ｔａ）及びチタニウム（Ｔｉ）などで作られることができる。
【０１１２】
　また、これらは物理的性質が異なる二つの導電膜（図示せず）を含む多重膜構造を有す
ることもできる。このうちの一方の導電膜は、信号遅延や電圧降下を減らすことができる
ように比抵抗（ｒｅｓｉｓｔｉｖｉｔｙ）が低い金属、例えば、アルミニウム系金属、銀
系金属、銅系金属などで作られる。他方の導電膜は他の物質、特に、ＩＴＯ（インジウム
スズ酸化物）及びＩＺＯ（インジウム亜鉛酸化物）との物理的、化学的、電気的接触特性
に優れた物質、例えば、モリブデン系金属、クロム、タンタル、チタニウムなどで作られ
る。このような組み合わせの良い例には、クロム下部膜とアルミニウム（合金）上部膜、
及びアルミニウム（合金）下部膜とモリブデン（合金）上部膜がある。さらに、ゲート導
電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１は、その他にも多様な金属又は導電体で作ることができ
る。
【０１１３】
　ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の側面は基板１１０面に対して傾いており、
その傾斜角は約３０゜乃至約８０゜であるのが好ましい。
【０１１４】
　ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１上には、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）又は酸化ケ
イ素（ＳｉＯｘ）などで作られたゲート絶縁膜１４０が形成されている。
【０１１５】
　ゲート絶縁膜１４０上には、水素化非晶質シリコン（非晶質シリコンは略称ａ－Ｓｉに
使う）又は多結晶シリコンなどで作られた複数の島型の第１及び第２半導体１５４ａ、１
５４ｂが形成されている。第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂは、各々第１及び第２
ゲート電極１２４ａ、１２４ｂ上に位置する。
【０１１６】
　第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂ上には、複数の島型抵抗性接触部材１６３ｂ、
１６５ｂが形成されている。抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂは、リンなどのｎ型不純
物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶質シリコンなどの物質で作られたり、
シリサイドで作られることができる。抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂは、対を成して
第２半導体１５４ｂ上に配置されており、第１半導体１５４ａ上にも、抵抗性接触部材（
図示せず）と他の島型抵抗性接触部材（図示せず）が対を成して配置されている。
【０１１７】
　第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂと抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂの側面も
また基板１１０面に対して傾いており、傾斜角は３０゜乃至８０゜程度である。
【０１１８】
　複数の島型抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂ及びゲート絶縁膜１４０上には、複数の
データ線１７１と複数対の第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂとを含むデータ
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導電体が形成されている。
【０１１９】
　データ線１７１はデータ信号を伝達し、主に縦方向に延びて第１及び第２ゲート線１２
１ａ、１２１ｂ及び維持電極線１３１と交差する。各データ線１７１は、第１及び第２ゲ
ート電極１２４ａ、１２４ｂに向かって各々延びてＵ字型に折り曲げられた複数対の第１
及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと、他の層又はデータ駆動部５００との接続のた
めに面積が広い端部１７９とを含む。データ駆動部５００が基板１１０上に集積されてい
る場合、データ線１７１が延びてこれと直接連結されることができる。
【０１２０】
　第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂは互いに分離されており、データ線１７
１とも分離されている。
【０１２１】
　第１／第２ドレーン電極１７５ａ／１７５ｂは、第１／第２ゲート電極１２４ａ／１２
４ｂを中心に第１／第２ソース電極１７３ａ／１７３ｂと対向する。
【０１２２】
　第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂは、棒状の一方端部と他方側端の拡張部
１７７ａ、１７７ｂを含む。拡張部１７７ａ、１７７ｂは第１及び第２維持電極１３７ａ
、１３７ｂと各々重なる。各ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂの棒状端部は、第１及び第
２ソース電極１３７ａ、１３７ｂで一部囲まれている。
【０１２３】
　第１／第２ゲート電極１２４ａ／１２４ｂ、第１／第２ソース電極１７３ａ／１７３ｂ
、及び第１／第２ドレーン電極１７５ａ／１７５ｂは、第１／第２半導体１５４ａ／１５
４ｂと共に第１／第２薄膜トランジスタを成し、第１／第２薄膜トランジスタのチャンネ
ルは、第１／第２ソース電極１７３ａ／１７３ｂと第１／第２ドレーン電極１７５ａ／１
７５ｂとの間の第１／第２半導体１５４ａ／１５４ｂに形成される。
【０１２４】
　データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂは、モリブデン、クロム、タンタル、及びチ
タニウムなどの耐火性金属又はこれらの合金で作られるのが好ましく、耐火性金属膜（図
示せず）と低抵抗導電膜（図示せず）を含む多重膜構造を有することができる。多重膜構
造の例としては、クロム又はモリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（合金）上部膜の
二重膜、モリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（合金）中間膜とモリブデン（合金）
上部膜の三重膜がある。しかし、データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂは、その他に
も多様な金属又は導電体で作られることができる。
【０１２５】
　データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂもまた、その側面が基板１１０面に対して３
０乃至８０程度の傾斜角で傾いたのが好ましい。
【０１２６】
　複数の島型抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂは、その下の第１及び第２半導体１５４
ａ、１５４ｂとその上のデータ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂとの間にのみ存在し、
これらの間の接触抵抗を低くする。第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂには、第１及
び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂと
の間を始めとして、複数のデータ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂで覆われずに露出さ
れた部分がある。
【０１２７】
　データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び露出された第１及び第２半導体１５４ａ
、１５４ｂ部分の上には、保護膜１８０が形成されている。保護膜１８０は無機絶縁物又
は有機絶縁物などで作られ、表面が平坦であることができる。有機絶縁物は４．０以下の
誘電常数を有するのが好ましく、感光性（ｐｈｏｔｏｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ）を有する
こともできる。しかし、保護膜１８０は、有機膜の優れた絶縁特性を生かしながらも露出
された第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂ部分に害を与えないように、下部無機膜と
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上部有機膜の二重膜構造を有することができる。
【０１２８】
　保護膜１８０には、データ線１７１の端部１７９を露出する複数の接触孔１８２と、第
１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂの拡張部１７７ａ、１７７ｂを露出する複数
対の接触孔１８５ａ、１８５ｂとが形成されている。保護膜１８０とゲート絶縁膜１４０
には、第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂの端部１２９ａ、１２９ｂを各々露出さ
せる複数の接触孔１８１ａ、１８１ｂが形成されている。
【０１２９】
　保護膜１８０上には、複数の画素電極１９１及び複数の接触補助部材８１ａ、８１ｂ、
８２が形成されている。これらは、ＩＴＯ又はＩＺＯなどの透明な導電物質や、アルミニ
ウム、銀、クロム又はその合金などの反射性金属で作られることができる。
【０１３０】
　各画素電極１９１は、傾斜方向が異なる二つの平行四辺形電極片を含み、二つの電極片
の斜辺が繋がって、一回折り曲がれた一対の屈曲辺を成す。画素電極１９１は、行方向に
配列されている第１乃至第３画素電極１９１Ｒ、１９１Ｇ、１９１ｂを含む。
【０１３１】
　第１乃至第２画素電極１９１Ｒ、１９１Ｇは、接触孔１８５ａ、１８５ｂを介して各々
第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂと電気的に連結されている。第３画素電極
１９１ｂは再び、接触孔１８５ａを介して第１ドレーン電極１７５ａに連結されている。
つまり、各画素電極１９１は、第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂに交互に連
結されている。
【０１３２】
　二つの列の画素電極１９１の間ごとに、データ線１７１と、第１及び第２ドレーン電極
１７５ａ、１７５ｂが配列されている。また、維持電極線１３１は、画素電極１９１の屈
曲辺中の屈曲点を通過しながら延びている。
【０１３３】
　画素電極１９１と上部表示板２００の共通電極２７０は、その間の液晶層３部分と共に
液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）を構成して、薄膜トランジスタがターンオフされた後にも印加
された電圧を維持する。
【０１３４】
　画素電極１９１及びこれに連結された第１／第２ドレーン電極１７５ａ／１７５ｂは、
ゲート絶縁膜１４０を隔てて、第１／第２維持電極１３７ａを始めとする維持電極線１３
１と重なってストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）を構成する。ストレージキャパシタ（Ｃｓ
ｔ）は液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の電圧維持能力を強化する。
【０１３５】
　接触補助部材８１ａ、８１ｂ、８２は、各々接触孔１８１ａ、１８１ｂ、１８２を介し
て、第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂの端部１２９ａ、１２９ｂ及びデータ線１
７１の端部１７９に連結される。接触補助部材８１ａ、８１ｂ、８２は、第１及び第２ゲ
ート線１２１ａ、１２１ｂの端部１２９ａ、１２９ｂ及びデータ線１７１の端部１７９と
外部装置との接着性を補完し、これらを保護する。
【０１３６】
　次に、上部表示板２００について説明する。
【０１３７】
　透明なガラス又はプラスチックなどで作られた絶縁基板２１０上に、遮光部材２２０が
形成されている。遮光部材２２０は、画素電極１９１の屈曲辺に対応する屈曲部（図示せ
ず）と、薄膜トランジスタに対応する四角形部分（図示せず）を含むことができ、画素電
極１９１の間の光漏れを防止し、画素電極１９１と対向する開口領域を定義する。
【０１３８】
　基板２１０及び遮光部材２２０の上にはまた、複数の色フィルター２３０が形成されて
いる。色フィルター２３０は、遮光部材２３０で囲まれた領域内にほとんど存在し、画素
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電極１９１列に沿って長く延びることができる。各色フィルター２３０は、赤色、緑色、
及び青色の三原色など、基本色のうちの一つを表示することができる。したがって、赤色
を表示する色フィルター２３０Ｒは第１画素電極１９１Ｒと対応し、緑色を表示する色フ
ィルター２３０Ｇは第２画素電極１９１Ｇと対応し、青色を表示する色フィルター２３０
Ｂは第３画素電極１９１ｂと対応する。
【０１３９】
　色フィルター２３０及び遮光部材２２０の上には蓋膜２５０が形成されている。蓋膜２
５０は（有機）絶縁物で作られることができ、色フィルター２３０が露出されることを防
止し、平坦面を提供する。蓋膜２５０は省略することができる。
【０１４０】
　蓋膜２５０の上には共通電極２７０が形成されている。共通電極２７０はＩＴＯ、ＩＺ
Ｏなどの透明な導電体などで作られ、複数の切開部７１を有する。
【０１４１】
　共通電極２７０の切開部７１は、屈曲点を有する屈曲部、屈曲部の屈曲点に連結されて
いる中央横部、そして、屈曲部の両端に連結されている一対の縦断横部を含む。屈曲部は
画素電極１９１の屈曲辺とほとんど平行であり、画素電極１９１を左半部と右半部二等分
する。切開部７１の中央横部は屈曲部と鈍角を成し、ほぼ副画素電極１９１の右側膨らん
だ屈曲辺の頂点に向かって延びている。縦断横部は画素電極１９１の横辺と整列されてお
り、屈曲部と鈍角を成す。
【０１４２】
　切開部７１の数は設計要素によって変わることができ、遮光部材２２０が切開部７１と
重なって切開部７１付近の光漏れを遮断することができる。
【０１４３】
　表示板１００、２００の内側面には配向膜１１、２１が形成されており、これらは垂直
配向膜であることができる。
【０１４４】
　表示板１００、２００の外側面には偏光子１２、２２が備えられているが、二つの偏光
子１２、２２の偏光軸は直交し、画素電極１９１の屈曲辺とほぼ４５゜の角度を成すのが
好ましい。反射型液晶表示装置の場合には、二つの偏光子１２、２２のうちの一つが省略
できる。
【０１４５】
　液晶表示装置は、偏光子１２、２２、位相遅延膜、表示板１００、２００、及び液晶層
３に光を供給する照明部（図示せず）を含むことができる。
【０１４６】
　液晶層３は負（－）の誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子は、電場がない状態で
、その長軸が二つの表示板の表面に対して垂直を成すように配向されている。
【０１４７】
　切開部７１は、突起（ｐｒｏｔｒｕｓｉｏｎ）（図示せず）や陥没部（ｄｅｐｒｅｓｓ
ｉｏｎ）（図示せず）に代替することができる。突起は、有機物又は無機物で作られるこ
とができ、電場生成電極１９１、２７０の上の又は下に配置されることができる。
【０１４８】
　次に、図１１と前述の図１、図２、そして図５を参照して、本発明の他の実施形態によ
る液晶表示板組立体について詳細に説明する。
【０１４９】
　図１１は、本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【０１５０】
　図１１に示したように、本実施形態による液晶表示板組立体も、互いに対向する下部表
示板（図示せず）と上部表示板（図示せず）、これら二つの表示板の間に入っている液晶
層（図示せず）を含む。
【０１５１】
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　本実施形態による液晶表示板組立体の層状構造は、ほとんど図９及び図１０に示した液
晶表示板組立体の層状構造と同一である。
【０１５２】
　下部表示板について説明すれば、絶縁基板（図示せず）上に、複数対の第１及び第２ゲ
ート線１２１ａ、１２１ｂと複数の維持電極線１３１を含む複数のゲート導電体が形成さ
れている。各ゲート線１２１ａ、１２１ｂは、第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２４
ｂと端部１２９ａ、１２９ｂを含み、各維持電極線１３１は第１及び第２維持電極１３７
ａ、１３７ｂを含む。
【０１５３】
　ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の上にはゲート絶縁膜（図示せず）が形成さ
れている。ゲート絶縁膜の上には第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂが形成されてお
り、その上には複数の抵抗性接触部材（図示せず）が形成されている。
【０１５４】
　抵抗性接触部材及びゲート絶縁膜の上には、複数のデータ線１７１と複数の第１及び第
２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂを含むデータ導電体が形成されている。
【０１５５】
　データ線１７１は第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと端部１７９ａ、１７９
ｂ、１７９ｃを含み、ドレーン電極ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂはそれぞれ広い端部
１７７ａ、１７７ｂを含む。データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び露出された第
１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂ部分の上には保護膜１８０が形成されており、保護
膜１８０及びゲート絶縁膜には複数の接触孔１８１ａ、１８１ｂ、１８２ａ、１８２ｂ、
１８２ｃ、１８５ａ、１８５ｂが形成されている。
【０１５６】
　保護膜１８０の上には、複数の画素電極１９１と複数の接触補助部材８１、８２ａ、８
２ｂ、８２ｃが形成されている。画素電極１９１、接触補助部材８１、８２ａ、８２ｂ、
８２ｃ及び保護膜１８０の上には配向膜（図示せず）が形成されている。
【０１５７】
　上部表示板（図示せず）について説明すれば、絶縁基板上に遮光部材、複数の色フィル
ター、蓋膜、切開部７１を有する共通電極、そして配向膜が形成されている。
【０１５８】
　しかし、本実施形態による液晶表示板組立体では、図９及び図１０に示した液晶表示板
組立体と比較する時、画素電極１９１は傾斜方向が異なる二対の電極片からなっている。
つまり、図３Ａのような右傾斜平行四辺形電極片１９６及び図３Ｂのような左傾斜平行四
辺形電極片１９７が上下に交互に付着されている。二対の電極片１９６、１９７の斜辺が
繋がって、三回折り曲げられた一対の屈曲辺を成す。
【０１５９】
　画素電極１９１には切開部９１、９２、９３が形成されている。切開部９１、９２、９
３は、二つの電極片１９６、１９７が会う凹頂点から凸頂点に向かって延びている。
【０１６０】
　維持電極線１３１は、二つの電極片１９６、１９７が会う三回折り曲げられた屈曲辺か
ら二回折り曲げられた屈曲点を通過しながら延びている。電極片１９６、１９７が会う部
分では、液晶分子の配列が揺れてテクスチャーが現れやすいので、このように配置すれば
、テクスチャーを覆いながら開口率を向上することができる。また、第１及び第２ゲート
線１２１ａ、１２１ｂは各々、残りの屈曲点を通過して横に延びている。
【０１６１】
　画素電極１９１は例えば、赤色、緑色、及び青色の３種類の色を示す各々の色フィルタ
ー２７０Ｒ、２７０Ｇ、２７０Ｂに対応する赤色画素電極１９１Ｒ、緑色画素電極１９１
Ｇ、及び青色画素電極１９１ｂに分類することができる。赤色画素電極１９１Ｒは第１ド
レーン電極１７３ａに連結されており、緑色画素電極１９１Ｇは第２ドレーン電極１７３
ｂに連結されており、青色画素電極１９１ｂは第１及び第２ドレーン電極１７３ａ、１７
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３ｂと交互に連結されている。
【０１６２】
　このように、各々の画素電極１９１は第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂに
連結されており、当該データ線１７１からデータ電圧の伝達を受ける。第１／第２赤色画
素電極１９１Ｒａ、１９１Ｒｂに連結されているデータ線１７１と、第１／第２緑色画素
電極１９１Ｇａ／１９１Ｇｂに連結されているデータ線１７１は、互いに繋がって端部１
７９ａ／１７９ｂを共有する。
【０１６３】
　また、第１青色画素電極１９１Ｂａに各々連結されているデータ線１７１は、面積が広
い拡張部１７８ａを含み、第２青色画素電極１９１Ｂｂに連結されているデータ線１７１
もまた、面積が広い拡張部１７８ｂを含む。二つの拡張部１７８ａ、１７８ｂは、接触孔
１８６ａ、１８６ｂを介してＩＴＯなどからなる連結部材８６に連結されている。
【０１６４】
　また、両拡張部１７８ａ、１７８ｂは、接触孔１８６ｃを介して他の拡張部１７８ｃに
連結部材８６によって連結されている。
【０１６５】
　したがって、第１及び第２青色画素電極１９１Ｂａ、１９１Ｂｂに各々連結されている
二つのデータ線１７１が、他の層又は外部駆動回路との接続のために、面積が広い端部１
７９ｃを共有する。したがって、データ駆動部の数を半分に減らすことができる。
【０１６６】
　第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂのうち、青色画素電極１９１Ｂａ、１９１Ｂ
ｂと重なる部分には、第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂ及びドレーン電極１７
５ａ、１７５ｂが存在しない部分にも、第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２４ｂと同
一な形態のゲート突出部１２５ａ、１２５ｂが形成されている。これで、全ての青色画素
電極１９１ｂにおいて、青色画素電極１９１ｂとゲート線との重畳面積を同一にすること
ができる。
【０１６７】
　前述の液晶表示装置の動作に対する内容と、画素電極の極性及び反転駆動に対する内容
は、図１１に示した液晶表示板組立体及びこれを含む液晶表示装置にも適用できる。
【０１６８】
　その外に、図９及び図１０に示した液晶表示板組立体の多くの特徴が、図１１に示した
液晶表示板組立体にも適用できる。
【０１６９】
　次に、図１２を参照して、本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体について詳細
に説明する。
【０１７０】
　図１２は、本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【０１７１】
　図１２に示したように、本実施形態による液晶表示板組立体も、互いに対向する下部表
示板（図示せず）と上部表示板（図示せず）、これら二つの表示板の間に入っている液晶
層（図示せず）を含む。
【０１７２】
　本実施形態による液晶表示板組立体の層状構造は、ほとんど図９及び図１０に示した液
晶表示板組立体の層状構造と同一である。
【０１７３】
　下部表示板について説明すれば、絶縁基板（図示せず）の上に、複数対の第１及び第２
ゲート線１２１ａ、１２１ｂと複数の維持電極線１３１を含む複数のゲート導電体が形成
されている。各ゲート線１２１ａ、１２１ｂは、第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２
４ｂと端部１２９ａ、１２９ｂを含み、各維持電極線１３１は第１及び第２維持電極１３
７ａ、１３７ｂを含む。ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の上にはゲート絶縁膜
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（図示せず）が形成されている。ゲート絶縁膜の上には第１及び第２半導体１５４ａ、１
５４ｂが形成されており、その上には複数の抵抗性接触部材（図示せず）が形成されてい
る。抵抗性接触部材及びゲート絶縁膜の上には、複数のデータ線１７１と複数の第１及び
第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂを含むデータ導電体が形成されている。データ線１
７１は、第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと端部１７９ａ、１７９ｂ、１７９
ｃを含み、第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂはそれぞれ広い端部１７７ａ、
１７７ｂを含む。データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び露出された第１及び第２
半導体１５４ａ、１５４ｂ部分の上には保護膜１８０が形成されており、保護膜１８０及
びゲート絶縁膜１４０には、複数の接触孔１８１、１８５ａ、１８５ｂが形成されている
。保護膜１８０の上には、複数の画素電極１９１と複数の接触補助部材８１が形成されて
いる。画素電極１９１、接触補助部材８１、及び保護膜１８０の上には配向膜（図示せず
）が形成されている。
【０１７４】
　上部表示板（図示せず）について説明すれば、絶縁基板上に遮光部材、複数の色フィル
ター、蓋膜、切開部７１を有する共通電極、そして配向膜が形成されている。
【０１７５】
　しかし、図１１の液晶表示板組立体とは違って、図１２の液晶表示板組立体では、画素
電極１９１が、傾斜方向が互いに異なる二つの平行四辺形電極片からなっている。つまり
、図３Ａのような右傾斜平行四辺形電極片と図３Ｂのような左傾斜平行四辺形電極片が上
下に連結されている。
【０１７６】
　その外に、図１１に示した液晶表示板組立体の多くの特徴が、図１２に示した液晶表示
板組立体にも適用できる。
【０１７７】
　次に、図１３、図１４、及び先に説明した図１２を参照して、本発明の他の実施形態に
よる液晶表示板組立体について詳細に説明する。
【０１７８】
　図１３は、本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図であり、図１４は、
図１３で示した液晶表示板組立体のＸＩＶ－ＸＩＶ線による断面図である。
【０１７９】
　図１３及び図１４に示したように、本実施形態による液晶表示板組立体も、互いに対向
する下部表示板１００と上部表示板２００、これら二つの表示板の間に入っている液晶層
３を含む。
【０１８０】
　下部表示板１００について説明すれば、絶縁基板１１０上に、複数対の第１及び第２ゲ
ート線１２１ａ、１２１ｂと複数の維持電極線１３１とを含む複数のゲート導電体が形成
されている。各ゲート線１２１ａ、１２１ｂは、第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２
４ｂと端部１２９ａ、１２９ｂを含み、各維持電極線１３１は第１及び第２維持電極１３
７ａ、１３７ｂを含む。ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の上にはゲート絶縁膜
１４０が形成されている。ゲート絶縁膜１４０の上には第１及び第２半導体１５４ａ、１
５４ｂが形成されており、その上には、複数の抵抗性接触部材１６３ａ、１６５ａが形成
されている。抵抗性接触部材１６３ａ、１６５ａ及びゲート絶縁膜１４０の上には、複数
のデータ線１７１と複数の第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂを含むデータ導
電体が形成されている。データ線１７１は、複数の第１及び第２ソース電極１７３ａ、１
７３ｂと端部（図示せず）を含み、第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂはそれ
ぞれ広い端部１７７ａ、１７７ｂを含む。データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び
露出された第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂ部分の上には保護膜１８０が形成され
ており、保護膜１８０及びゲート絶縁膜１４０には、複数の接触孔１８１、１８５ａ、１
８５ｂが形成されている。保護膜１８０の上には、複数の画素電極１９１と複数の接触補
助部材８１が形成されている。画素電極１９１、接触補助部材８１、及び保護膜１８０上
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には配向膜１１が形成されている。
【０１８１】
　上部表示板２００について説明すれば、絶縁基板２１０の上に、遮光部材２２０、複数
の色フィルター２３０、蓋膜２５０、切開部７１を有する共通電極２７０、そして配向膜
２１が形成されている。
【０１８２】
　しかし、図１２に示した液晶表示板組立体とは違って、図１３及び図１４に示した液晶
表示板組立体は、第１及び第２維持電極１３７ａ、１３７ｂが各画素電極１９１の間の間
隙に沿って延びている。また、第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂのそれぞれ
の拡張部１７７ａ、１７７ｂも各画素電極１９１の間の間隙に沿って延びていて、第１及
び第２維持電極１３７ａ、１３７ｂと重なっている。第１及び第２ドレーン電極１７５ａ
、１７５ｂの形態をこのように形成することによって、画素電極１９１の間の光を遮断し
て、光漏れをさらに効果的に防止することができる。
【０１８３】
　その外に、図１２に示した液晶表示板組立体の多くの特徴が、図１３及び図１４に示し
た液晶表示板組立体にも適用できる。
【０１８４】
　次に、図１５、図１６及び先に説明した図１３及び図１４を参照して、本発明の他の実
施形態による液晶表示板組立体について詳細に説明する。
【０１８５】
　図１５は、本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体を示す配置図であり、図１６
は、図１５に示した液晶表示板組立体のＸＶＩ－ＸＶＩ線による断面図である。
【０１８６】
　図１５及び図１６に示したように、本実施形態による液晶表示板組立体も、互いに対向
する下部表示板１００と上部表示板２００、これら二つの表示板の間に入っている液晶層
３を含む。
【０１８７】
　下部表示板１００について説明すれば、絶縁基板１１０の上に、複数対の第１及び第２
ゲート線１２１ａ、１２１ｂと複数の維持電極線１３１を含む複数のゲート導電体が形成
されている。各ゲート線１２１ａ、１２１ｂは、第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２
４ｂと端部１２９ａ、１２９ｂを含み、各維持電極線１３１は第１及び第２維持電極１３
７ａ、１３７ｂを含む。ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の上にはゲート絶縁膜
１４０が形成されている。ゲート絶縁膜１４０の上には第１及び第２半導体１５４ａ、１
５４ｂが形成されており、その上には複数の抵抗性接触部材１６３ａ、１６５ａが形成さ
れている。抵抗性接触部材１６３ａ、１６５ａ及びゲート絶縁膜１４０の上には、複数の
データ線１７１と複数の第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂを含むデータ導電
体が形成されている。データ線１７１は第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと端
部（図示せず）を含み、第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂは広い端部１７７
ａ、１７７ｂを含む。データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び露出された第１及び
第２半導体１５４ａ、１５４ｂ部分の上には保護膜１８０が形成されており、保護膜１８
０及びゲート絶縁膜１４０には、複数の接触孔１８１、１８５ａ、１８５ｂが形成されて
いる。保護膜１８０の上には、複数の画素電極１９１と複数の接触補助部材８１が形成さ
れている。画素電極１９１、接触補助部材８１、及び保護膜１８０上には配向膜１１が形
成されている。
【０１８８】
　上部表示板２００について説明すれば、絶縁基板２１０の上に、遮光部材２２０、複数
の色フィルター２３０、蓋膜２５０、切開部７１を有する共通電極２７０、そして配向膜
２１が形成されている。
【０１８９】
　しかし、図１３及び図１４に示した液晶表示板組立体とは違って、図１５及び図１６に
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示した液晶表示板組立体においては、データ線１７１は、幅が異なる第１部分１７１ｎ及
び第２部分１７１Ｌを含む。第２部分１７１Ｌの幅は第１部分１７１ｎの幅より大きく、
第１幅１７１ｎの約２倍程度であるのが好ましい。第１部分１７１ｎは、第２部分１７１
Ｌを中心に上下に配置される第３部分１７１ａ及び第４部分１７１ｂを含む。第３部分１
７１ａ及び第４部分１７１ｂは一直線上にあり、第２部分１７１Ｌは、これらから折り曲
げられて外して配置されている。したがって、一つのデータ線１７１で一つの画素電極１
９１と重なる面積と、隣接する画素電極１９１と重なる面積とを同一にして、データ線１
７１と画素電極１９１との間の寄生容量による各画素電極電圧の変化を均一にする。
【０１９０】
　また、図１３及び図１４に示した液晶表示板組立体とは違って、本実施形態による液晶
表示装置では、共通電極表示板２００に色フィルター２３０がなく、その代わり、薄膜ト
ランジスタ表示板１００の保護膜１８０の下に複数の色フィルター２３０が形成されてい
る。
【０１９１】
　色フィルター２３０は、画素電極１９１の列に沿って帯形態に縦に長く延びており、隣
接する二つの色フィルター２３０がデータ線１７１の上部で重なっている。互いに重なっ
ている色フィルター２３０は有機膜からなっていて、画素電極１９１とデータ線１７１と
の間を絶縁させる。したがって、絶縁膜１８０を有機膜で形成しなくても、画素電極１９
１とデータ線１７１とが重なる部分で寄生容量が発生することを防止する。また、画素電
極１９１の間の光漏れを防止する遮光部材の役割を果たすことができる。この場合、共通
電極表示板２００上の遮光部材２２０を省略することができるので工程が簡素化される。
【０１９２】
　色フィルター２３０には、接触孔１８５が通過する貫通孔２３５が形成されており、貫
通孔２３５は接触孔１８５より大きい。ゲート線１２１の端部１２９及びデータ線１７１
の端部１７９が位置した周辺領域には色フィルター２３０が存在しない。
【０１９３】
　色フィルター２３０の下にも保護膜（図示せず）を設けることができる。
【０１９４】
　その外に、図１３及び図１４に示した液晶表示板組立体の多くの特徴が、図１５及び図
１６に示した液晶表示板組立体にも適用できる。
【０１９５】
　次に、図１７及び先に説明した図１１を参照して、本発明の他の実施形態による液晶表
示板組立体について詳細に説明する。
【０１９６】
　図１７は、本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体を示す配置図である。
【０１９７】
　図１７に示したように、本実施形態による液晶表示板組立体も、互いに対向する下部表
示板（図示せず）と上部表示板（図示せず）、これら二つの表示板の間に入っている液晶
層（図示せず）を含む。
【０１９８】
　本実施形態による液晶表示板組立体の層状構造は、ほとんど図１１に示した液晶表示板
組立体の層状構造と同一である。
【０１９９】
　下部表示板について説明すれば、絶縁基板（図示せず）上に複数対の第１及び第２ゲー
ト線１２１ａ、１２１ｂと複数の維持電極線１３１を含む複数のゲート導電体が形成され
ている。各ゲート線１２１ａ、１２１ｂは第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２４ｂと
端部１２９ａ、１２９ｂを含み、各維持電極線１３１は第１及び第２維持電極１３７ａ、
１３７ｂを含む。ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の上にはゲート絶縁膜１４０
が形成されている。ゲート絶縁膜１４０の上には第１及び第２半導体１５４ａ、１５４ｂ
が形成されており、その上には複数の抵抗性接触部材（図示せず）が形成されている。抵
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抗性接触部材及びゲート絶縁膜１４０の上には、複数のデータ線１７１と複数の第１及び
第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂを含むデータ導電体が形成されている。データ線１
７１は、第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと端部１７９ａ、１７９ｂ、１７９
ｃを含み、第１及び第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂはそれぞれ広い端部１７７ａ、
１７７ｂを含む。データ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び露出された第１及び第２
半導体１５４ａ、１５４ｂ部分の上には保護膜１８０が形成されており、保護膜１８０及
びゲート絶縁膜１４０には複数の接触孔１８１、１８５ａ、１８５ｂが形成されている。
保護膜１８０の上には、複数の画素電極１９１と複数の接触補助部材８１が形成されてい
る。画素電極１９１、接触補助部材８１及び保護膜１８０の上には配向膜（図示せず）が
形成されている。
【０２００】
　上部表示板（図示せず）について説明すれば、絶縁基板の上に遮光部材、複数の色フィ
ルター、蓋膜、切開部７１を有する共通電極、そして配向膜が形成されている。
【０２０１】
　しかし、本実施形態による液晶表示板組立体は、図１１に示した液晶表示板組立体とは
違って、各画素電極１９１ごとにその形態が相異している。赤色画素電極１９１Ｒ及び緑
色画素電極１９１Ｇは、互いに異なる傾斜方向を有する三対の平行四辺形電極片を含む。
赤色画素電極１９１Ｒ／緑色画素電極１９１Ｇは、図３Ａに示したような右傾斜平行四辺
形電極片１９６と、図３Ｂに示したような左傾斜平行四辺形電極片１９７とからなる第１
乃至第３単位電極１９１Ｒ１、１９１Ｒ２、１９１Ｒ３／１９１Ｇ１、１９１Ｇ２、１９
１Ｇ３を含む。第１及び第２単位電極１９１Ｒ１、１９１Ｒ２／１９１Ｇ１、１９１Ｇ２
は行方向に隣接して連結されており、第３単位電極１９１Ｒ３／１９１Ｇ３は、第１単位
電極１９１Ｒ１／１９１Ｇ１の列方向に隣接して連結されている。赤色画素電極１９１Ｒ
と緑色画素電極１９１Ｇは互いに図示左右に反転対称となった形状を成す。
【０２０２】
　青色画素電極１９１ｂは、赤色及び緑色画素電極１９１Ｒ、１９１Ｇとは違って、互い
に傾斜方向が異なる二対の電極片を含む。つまり、図３Ａに示した右傾斜平行四辺形電極
片１９６と、図３Ｂに示した左傾斜平行四辺形電極片１９７とが交互に行方向に配列され
ている。
【０２０３】
　青色画素電極１９１ｂを成す電極片は、赤色及び緑色画素電極１９１Ｒ、１９１Ｇを成
す電極片の幅より広く、約１．４乃至１．６倍となるのが好ましい。これで、各画素電極
１９１の模様が異なっても、面積を同一に維持することができる。
【０２０４】
　その外に、図１１に示した液晶表示板組立体の多くの特徴が、図１７に示した液晶表示
板組立体にも適用できる。
【０２０５】
　次に、図１８及び先に説明した図７を参照して、本発明の他の実施形態による液晶表示
板組立体について詳細に説明する。
【０２０６】
　図１８は、本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す配置図である。
【０２０７】
　図１８に示したように、本実施形態による液晶表示板組立体も、互いに対向する下部表
示板（図示せず）と上部表示板（図示せず）、これら二つの表示板の間に入っている液晶
層（図示せず）を含む。
【０２０８】
　本実施形態による液晶表示板組立体の層状構造は、ほとんど図９及び図１０に示した液
晶表示板組立体の層状構造と類似している。
【０２０９】
　下部表示板について説明すれば、絶縁基板（図示せず）の上に、複数対の第１及び第２
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ゲート線１２１ａ、１２１ｂと複数の維持電極線１３１を含む複数のゲート導電体が形成
されている。各ゲート線１２１ａ、１２１ｂは第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２４
ｂと端部１２９ａ、１２９ｂを含み、各維持電極線１３１は第１及び第２維持電極１３７
ａ、１３７ｂを含む。ゲート導電体１２１ａ、１２１ｂ、１３１の上にはゲート絶縁膜（
図示せず）が形成されている。ゲート絶縁膜の上には第１及び第２半導体１５４ａ、１５
４ｂが形成されており、その上には、複数の抵抗性接触部材（図示せず）が形成されてい
る。抵抗性接触部材及びゲート絶縁膜の上には、複数のデータ線１７１と複数の第１及び
第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂを含むデータ導電体が形成されている。データ線１
７１は第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと端部（図示せず）を含み、第１及び
第２ドレーン電極１７５ａ、１７５ｂはそれぞれ広い端部１７７ａ、１７７ｂを含む。デ
ータ導電体１７１、１７５ａ、１７５ｂ及び露出された第１及び第２半導体１５４ａ、１
５４ｂ部分の上には保護膜１８０が形成されており、保護膜１８０及びゲート絶縁膜１４
０には、複数の接触孔１８１、１８５ａ、１８５ｂが形成されている。保護膜１８０の上
には、複数の画素電極１９１と複数の接触補助部材８１が形成されている。画素電極１９
１、接触補助部材８１及び保護膜１８０の上には配向膜（図示せず）が形成されている。
【０２１０】
　上部表示板（図示せず）について説明すれば、絶縁基板の上に、遮光部材、複数の色フ
ィルター、蓋膜、共通電極、そして配向膜が形成されている。
【０２１１】
　しかし、本実施形態による液晶表示板組立体は、先に説明した本発明の他の実施形態と
違って、複数対の第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂは全て維持電極線１３１の下
に位置する。
【０２１２】
　また、画素電極１９１は、第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂ及びデータ線１７
１と各々平行な二つの辺を含む形態であり、一部がデータ線１７１と重なっていて開口率
を最大化する。また、画素電極１９１は真上の前段ゲート線と重なってストレージキャパ
シタを構成し、保持容量を増加させる。
【０２１３】
　各データ線１７１は、図７に示したように奇数番目データ線１７１同士で互いに端部を
共有し、偶数番目データ線１７１同士で端部を互いに共有することができる。これに対す
る説明は図７で詳細に説明したので、ここでは省略する。
【０２１４】
　図９乃至図１７に示した液晶表示装置の多くの特徴が、図１８に示した液晶表示装置に
も適用できる。
【０２１５】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されるものではなく、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した
当業者のいろいろな変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【０２１６】
【図１】本発明の一つの実施形態による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一つの実施形態による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図で
ある。
【図３Ａ】本発明の一つの実施形態による液晶表示装置の画素電極を説明する図である。
【図３Ｂ】本発明の一つの実施形態による液晶表示装置の画素電極を説明する図である。
【図４】本発明の一つの実施形態による液晶表示装置の画素及び信号線の空間的な配列を
示す図である。
【図５】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の画素及び信号線の空間的な配列を示
す図である。
【図６】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の画素及び信号線の空間的な配列を示
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【図７】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の画素及び信号線の空間的な配列を示
す図である。
【図８Ａ】本発明の液晶表示装置を一実施形態によって駆動する場合の共通電圧、データ
電圧、及びゲート電圧の波形図である。
【図８Ｂ】本発明の液晶表示装置を他の実施形態によって駆動する場合の共通電圧、デー
タ電圧、及びゲート電圧の波形図である。
【図９】本発明の一つの実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図１０】図９に示した液晶表示板組立体のＸ－Ｘ線による断面図である。
【図１１】本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図１２】本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図１３】本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図１４】図１３に示した液晶表示板組立体のＸＩＶ－ＸＩＶ線による断面図である。
【図１５】本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図１６】図１５に示した液晶表示板組立体のＸＶＩ－ＸＶＩ線による断面図である。
【図１７】本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図１８】本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【符号の説明】
【０２１７】
１１、２１…配向膜、
２１、２２…偏光板、
７１…共通電極切開部、
８１、８２…接触補助部材、
９１、９２、９３…画素電極切開部、
１００…トランジスタ表示板、
１１０、２１０…基板、
１２１ａ、１２１ｂ…ゲート線、
１２４ａ、１２４ｂ…ゲート電極、
１３１…維持電極線、
１３７ａ、１３７ｂ…維持電極、
１４０…ゲート絶縁膜、
１５４ａ、１５４ｂ…半導体、
１６３ａ、１６３ａ、１６５ａ、１６５ｂ…抵抗性接触部材、
１７１…データ線、
１７３ａ、１７３ｂ…ソース電極、
１７５ａ、１７５ｂ…ドレーン電極、
１７７ａ、１７７ｂ…ドレーン電極の拡張部、
１８０…保護膜、
１８５ａ、１８５ｂ…接触孔、
１９１、１９１Ｒ、１９１Ｇ、１９１Ｂ…画素電極、
２００…色フィルター表示板、
２２０…遮光部材、
２３０…色フィルター、
２７０…共通電極、
３００…液晶表示板組立体、
４００…ゲート駆動部、
５００…データ駆動部、
６００…信号制御部、
８００…階調電圧生成部。
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